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平成２２年度財政援助団体監査の結果について（報告）  

 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、平成２２年度財政援助団体の監

査を実施したので、同条第９項の規定により、その結果を別紙「財政援助団体

監査結果報告書」のとおり報告します。  

 なお、この監査の結果に基づき、又はこの監査の結果を参考として措置を講

じたときは、その旨を同条第１２項の規定により通知願います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財政援助団体監査結果報告書  

 

第１ 監査の概要  

１ 監査の種類  

   地方自治法第１９９条第７項の規定による監査  

 

２ 監査の対象  

財政援助団体  主 管 部 課  

（社）小金井市シルバー人材  

   センター  

介護福祉課  

ごみ対策課  

 

３ 監査の範囲  

   平成２２年度の小金井市補助金等の支出に係るものを中心とし、必要に

応じてその前後とした。  

 

４ 監査の方法  

   監査に当たっては、次に掲げる事項を主眼とし、書類審査及び関係職員

からの説明聴取その他必要と認める方法により、本監査を実施した。  

 

 （１） 主管課  

   ア 補助金等の決定は法令等に適合しているか。  

   イ 補助金等の目的は明確か。また、公益上の必要性は十分か。  

   ウ 補助金等の条件その他補助に関する指令等の内容は明確か。  

   エ 補助金等の額の算定、交付方法、交付時期、交付手続等は適正か。  

     また、交付条件等の変更に際しての手続等も適正か。  

   オ 補助金等の効果及び履行の確認は、実績報告等によりなされている

か。  

   カ 補助金等交付団体への指導監督は適切に行われているか。  

 

 



 

 （２） 財政援助団体  

   ア 事業計画書、予算書及び決算諸表等と主管課へ提出した補助金等の

交付申請書、実績報告書等は符合するか。  

   イ 補助金等交付申請書の提出及び補助金等の請求、受領は適時に行わ

れているか。  

   ウ 事業は、計画並びに交付条件に従って実施され、十分効果が上げら

れているか。また、補助金等が補助対象事業以外に流用されていな

いか。  

   エ 補助金を理由なく繰り越していないか。  

   オ 出納関係帳票の整理、記帳は適正か。また、受領書等の証拠書類の

整備、保存は適切か。  

   カ 補助金等に係る収支の会計経理は適切か。  

   キ 会計処理上の責任体制は確立されているか。  

   ク 精算報告は適正に行われているか。また、精算に伴う返還金の返還

時期等は適切か。  

 

５ 監査期間  

   平成２２年１２月１日から平成２３年２月１０日  

 

  ＜実施年月日等＞  

実施年月日  時 間  監査の対象  場 所  

平成２３年  

２月１０日（木） 

10：00～14：20 

14：45～15：15 

15：15～15：45 

シルバー人材センター  

介護福祉課  

ごみ対策課  

現 地  

監査委員室  

監査委員室  

 

 

 

 

 



第２ 監査の結果 

１ 概 評 

    関係書類の審査、対象団体及び担当課からの説明聴取等により監査を実施

した結果、補助事業に係る出納その他の事務についておおむね適正に処理さ

れていると認められた。 

なお、改善又は検討を要する事項について、以下に述べる。 

 

 ２ 検討要望事項等 

  ⑴ シルバー人材センター事業費補助金の対象経費について 

   小金井市シルバー人材センター事業費補助金交付要綱によると、管理運営

費の補助対象は、「東京都シルバー人材センター事業補助金交付要綱に準じ市

長が定める額とする。」となっている。しかしながら、都の交付要綱の管理運

営費補助では対象としていない互助会費を人件費に含めたり、旅費交通費に

ついては、都で「関係行政機関、関係団体等との連絡・会議等出席のための

職員の旅費交通費」と定めているにもかかわらず、正・副会長や理事会・委

員会・地区委員等の費用弁償を対象に補助金を申請し、交付を受けている。 

   市は交付した補助金の一部（都の補助限度額２，４９９万円の半額の１，

２４９万５，０００円）を都から受けており、原則的には都の要綱に準じて

本補助金を交付している。よって、補助対象経費についてそごが生じないよ

う、都の要綱を基に補助対象経費を明記するなど、要綱を整備するよう求め

る。 

 

⑵ シルバー人材センターの決算について 

平成２１年度のシルバー人材センター一般会計収支計算書によると、収入 

 が５億５，０００万２，０１４円であるのに対し、支出が５億５，３６８万

３，５０７円で３６８万１，４９３円の赤字になっており、平成２０年度に

も同様に５６１万円を超える赤字が生じている。 

平成２１年度について見ると、５５３万８，１３４円の旅費交通費が支出 

 されているが、この旅費交通費には会長・副会長が業務処理を行ったり、役

員や委員が理事会や事業部会、各種委員会に出席するたびに２，０００円の

費用弁償を受けているものも含まれている。この費用弁償分が補助対象経費

として申請されていることの問題点については先に述べたとおりだが、本経



費が事業支出の中で多額な金額となっていることが赤字の一因ともいえる。 

一方、平成２１年度における市のシルバー人材センターへの委託事業の契 

 約額は総額２億４，６１８万２，６２１円であり、民間から受注した事業も

含めると４億７，３０７万２，２３６円の受託事業収入がある。このうち、

会員への配分金等を除いた２，９７９万８，２５１円の事務費収入がシルバ

ー人材センターの運営費に充てられているほか、国、市の補助金で人件費が

全て補助されている。 

このようななかで、平成２０年度に約５６１万円、平成２１年度に約３６ 

 ８万円の赤字を生じさせていることは、支出の仕方を見直すべき時期に来て

いることを示唆していると考える。 

今後、早期のうちに、その支出の在り方について再考するよう強く要望す 

る。 

 

⑶ リサイクル事業補助金への事務費の上乗せについて 

   リサイクル事業は、平成４年に締結された市との協定により、シルバー人 

  材センターの事業として放置自転車や不用となった家具などの再生・販売を 

行うという事業である。 

事業に係る費用は原則として、再生品の売上金を充てることとし、これを 

 超えて要する経費について市が補助金を交付している。この経費のなかには、

職員人件費、作業員配分金、事業用材料費、燃料費、修繕費などがあるが、

これらに加えて事務費として事業収入の６％が上乗せされて補助申請されて

いる。 

シルバー人材センターの事務費規程によると、仕事の発注者から賛助金と 

して受注額のおおむね５％から１０％の範囲内で徴収すると定められている。

協定によるとはいえ、市の発注ではなくシルバー人材センターの独自事業と

して行われている以上、事務費の上乗せは規程にそぐわないと考える。 

よって、本補助金の補助内容を再考するとともに、協定の見直しや要綱等 

の制定により補助内容を明記するよう要望する。 

また、売上収入の減少が、市の補助金支出の増大につながっている。リサ 

イクル事業所の場所が駅からやや遠いことなども売上収入減の一因と考える

が、ＰＲの強化等により売上収入増を図るよう努力されたい。 



社団法人 小金井市シルバー人材センター 

 

１ 団体の概要 

 

  社団法人小金井市シルバー人材センターの目的及び組織等は、次のとおりで

ある。 

  

⑴  目 的 

  一般雇用になじまないが働く意欲を持っている健康な高齢者のために、地域 

社会と連携を保ちながら、その知識、経験及び希望に沿った就業機会を確保し、

生活感の充実及び福祉の増進を図るとともに、高齢者の能力を生かした活力のあ

る地域社会づくりに寄与することを目的とする。 

 

⑵  事業内容 

  ア 高齢者の就業に関する情報の収集及び提供 

  イ 高齢者の就業に関する調査研究 

  ウ 高齢者の就業に関する相談 

  エ 臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望する

高齢者に対して、その希望と能力に応じた就業機会の開拓及び提供（高

齢者に対する就業保障又は収入保障のための事業を除く。） 

  オ 高齢者に対する簡易な仕事に関する知識、技能の付与を目的とした講習

等の実施 

  カ その他センターの目的を達成するために必要な事業 

   

⑶  事業開始 

  昭和５１年１０月２１日（発足当初は、小金井市高齢者事業団） 

 

⑷  組 織（平成２３年１月現在） 

  役員として、会長１名、副会長１名、常務理事１名、理事１７名、監事２名、 

参与１名が置かれている。職員は、センター本部には、事務局長（常務理事と兼

務）１名、常勤職員５名、嘱託職員２名、また、リサイクル事業所には嘱託職員

の所長１名及び臨時職員１名が従事している。なお、リサイクル事業所従事会員

は１５～２０名程度であり、ローテーション就業により、１日１０～１３名程度

の人員配置を行っている。 



⑸  受託事業収入（平成２１年度） 

  ４億７，３０７万２，２３６円。 

このうち、小金井市からの受託は、２億４，６１８万２，６２１円である。 

 

 

２ 団体への補助 

 

   ⑴  小金井市シルバー人材センター事業費補助金（福祉保健部介護福祉課所管） 

  市は、小金井市シルバー人材センター事業費補助金交付要綱に基づき、平成 

２１年度に４，３７１万１，８７５円の補助金を交付している。平成２２年度の

予算額は、４，１８７万円である。 

 

⑵  リサイクル事業補助金（環境部ごみ対策課所管） 

  市は、小金井市補助金等交付規則に基づき、平成２１年度に５２１万７，２ 

５８円の補助金を交付している。平成２２年度予算額は、６４７万円である。 

 

 


